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1 は じ め に

キュウリ産地では,土壌病害や土壊残留性農薬のなど
栽培土壌に起因する諸問題がある。これらの問題を回避

することのできる一手法としての隔離床栽培について低

コス トな養液混入装置を用いて検討した。

2試 験 方 法

試験 1:隔離床の培地量 (2004年 )
試験区 :培地量 80/株 ,同 162/株,地床栽培 (対照)
供試品種 :穂木 `オーシャン',台木 `ゆ うゆう一輝 '

試験規模 :10株,反復無し

栽培概要 :

(隔離床)82/株区の場合は既成の発泡スチロール製容
器を用い,160/株区は幅 60cm深 さ 10cmのフィルム栽培

槽を作製した。それぞれ 21m間隔に設置し,ヤ シガラチ

ップ培地を使用した。定植は 7月 25日 ,株間 30cm,1

条植 (159株 /a)と し,液肥を 2液混合とし,タ イマー

制御による自動給液 (EC1 0～ 1 7dS/m)で行い,給液量

は排液率 30%の かけ流し式とした。液肥組成は山崎キュ

ウリ処方に従い空素 13 0me′ 0,リ ン酸 3meん,カ リウム

6meん ,カルシウム 7 meκ ,マグネシウム 411teん とした。

(地床)成 分で株当りN158,P2059g,K2012gを 施用 し
た。

整枝法は左右振り分けで主枝は 25節で摘心し, 1次 ,

2次側枝とも 2節摘心とした。ただし,主枝 21節以降は

放任とした。

収穫期間は 8月 24日 ～10月 14日 であつた。

試験 2:隔離床栽培の給液中の窒素施用量 (2005年 )

試験区 :1日 の株当たりの窒素施用量の上限値で,500mg,

700mg,窒 素制限無しの 3区を設定し,地床栽培を対照と

した。なお,主枝摘心までの生育初期は,各区 EC1 5dS/m

の共通管理を行い,その後は 500mg区 の給液量が 250/

株/日 以上で,700mg区の給液量が 350/株 /日 以上となっ

た時点で,それぞれ EC値を下げた。ただし,窒素制限無

し区は給水量が増えても EC1 5dS/mと した。

供試品種 :穂木 `オーシャン',台木 `ゆ うゆう一輝 '

試験規模 :10株 ,反復無 し

栽培概要 :

(隔離床)厚 さ lcmの コンパネと厚さ01mの 農業用
ビニールを用いて幅 30cm,深 さ20cmの栽培槽を作製 し,

21m間隔に設置した。培地にはヤンガラチップを使用し

た。定植は 8月 3日。株間は 30cm,1条植 (159株 /a)

とした。液肥は 2液混合とし,タ イマー制御 (4～ 12回 /

日)に よる自動給液で,給液量は排液率 30%の かけ流 し

式とした。給液組成は DF4号 (N:PIKI Mg:Ca=15:9:

18:1:32 微量要素含)と DF5号 (N:Ki Ca=14:14:
14)の 2111混合 (1:1)で あつた。

(地床) 成分で株当たりN15g,P2059g,K2012gを 施用
した。整枝法は左右振 り分けで主枝を 20節で摘心し,1
次,2次側枝とも 2節摘心とした。
収穫期間は 8月 25日 ～10月 30日 であつた。

3 試験結果及び考察

試験 1

商品果収量は,地床区が a当 たり857kgであった。こ

れに対して,隔離床の 162区 が 765kgで,地床区対比で
89%であつた。80区は 272kgで ,同 31%で劣つた。商品

果率は 160区が 78%で地床区の 71%よ り優つた。82区は44%

で劣つた (表 1)。

試験 2

商品果収量は,地床区が a当 たり837kgで あった。隔

離床の 500mg区 は 771kg(地床区対比で 92%)で ,次いで

収量が多かつたのは,窒素制限無し区で 670kg(同 80%),

700mg区 が 616kg(同 74%)であつた。商品果率は 500mg

区と窒素制限無し区が 71%で地床区よりも優れ,次いで

700mg区 は地床区と同程度であつた (表 2)。

4 まとめ
隔離床の培地量は株当たり 160で地床対比 89%の商品

果収量が得られる。また,窒素施用量は栽培期間を通し

て EC1 5dS/mで 管理するよりも,主枝摘心後は 1日 の株

当たりの窒素施用量を500ngに上限設定したEC変動管理

区で,よ り高い商品果収量が得られる。
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図 2 収穫終了時の様子 (500mg/株 /日 ,2005生F)
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Y)商品果率は重量換算で算出した。
X)159株/a当たり。
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